
（別紙３）

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 28 （回答者数）
15

～ 令和8年　3月　20日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに充実を図るために、家庭科療育ではメニューを少し

難しいものを入れて達成感を得てもらえるよう努めます。

グループ療育でも、テーマを少しづつレベルをあげていき

達成感が得られるよう努めます。

2

今後も１人1人の児童が集中して取り組むことができる

環境づくりを行ってまいります。

3

今後も、パニックを起こしてしまった際に、落ち着いて

過ごせる静かな環境作りを行ってまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

段差のふちに黄色と黒のトラテープなどを貼り、視覚的に

段差を際立たせ、注意喚起の明確化をする必要がある。

2

駐車場からの移動時は必ず一列に並んでもらい、こまめに人

数確認をおこなう

3

各部屋に職員を配置し都度情報を交換する

スムーズな社会生活が実現できるよう、SST・学習支援・作業

療育・グループ療育などで必要なスキルを身に着け、将来の就

労に向けた自立支援を行っております。

土曜日・祝日に行う家庭科療育では、調理・洗い物に取り組

んでいただき、スキルを身に着けてもらっています。

また、毎週土曜日に行うグループ療育では、月ごとに決めた

テーマに沿って発表や話し合いをしてもらっています。

勉強・療育・多目的で部屋を分けて、児童が集中できる環境作

りをしています。

部屋を分けることで、1人1人の児童が落ち着いて集中して、

取り組むことができるよう、努めています。

パニックを起こしてしまった児童がクールダウンできるよう

に、部屋を用意しております。

パニックを起こしてしまった児童が、クールダウンできる

ように、静かに過ごしていただける部屋を用意しておりま

す。

事業所内に死角が多い 小部屋等に死角が出来てしまい有事があったときに即座に対応

できない場合がある

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所内に段差が数か所ある。 遊びに夢中になると、段差を忘れてつまずき、転倒してし

まう恐れがある。

駐車場から事業所が離れている。 駐車場から事業所に向かう途中で、脱走してしまう可能性があ

る。

令和8年　2月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　4月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放）　　ぽんぽこはうすPROSSIMO

○保護者評価実施期間
令和8年　3月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


